
国
交
省
新
下
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
実
現
へ

官
民
連
携
推
進
・
付
加
価
値
向
上

水
を
大
切
に
す
る
暮
ら
し
を

環
境
省

科
学
未
来
館
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

分
野
別
実
証
要
領
を
改
定

環
境
省
環
境
技
術
実
証
事
業

国
土
交
通
省
は
八
月
十
日
、
平
成
二
十
六
年
七
月
に
打
ち
出
し
た
新
下
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
の
実
現
を
一
段
と
加
速

さ
せ
る
観
点
か
ら
「
新
下
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
加
速
戦
略
」
を
策
定
し
た
。
新
た
に
推
進
す
べ
き
項
目
と
し
て
官
民
連

携
や
下
水
道
の
活
用
に
よ
る
付
加
価
値
向
上
を
は
じ
め
八
つ
の
重
点
項
目
に
つ
い
て
国
が
五
年
程
度
で
取
り
組
む

べ
き
施
策
を
明
示
し
た
。
加
速
戦
略
の
実
践
と
発
信
を
通
じ
て
下
水
道
の
持
続
性
確
保
と
生
産
性
向
上
を
図
る
ス

パ
イ
ラ
ル
ア
ッ
プ
を
形
成
し
、
国
民
生
活
の
さ
ら
な
る
安
定
・
向
上
に
つ
な
げ
て
い
く
。

新
下
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
作
成

か
ら
約
三
年
が
経
過
し
、
人

口
減
少
に
伴
う
厳
し
い
経
営

環
境
や
執
行
体
制
の
脆
弱

化
、
施
設
の
老
朽
化
な
ど
が

進
行
し
て
い
る
。
そ
の
一
方

で
海
外
水
ビ
ジ
ネ
ス
市
場
の

拡
大
な
ど
新
た
な
動
き
も
顕

在
化
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
情
勢
の
変
化
を

踏
ま
え
、同
省
は
四
月
に「
新

下
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
加
速
戦
略

検
討
会
」
（
座
長
・
佐
藤
弘

泰
東
京
大
学
大
学
院
新
領
域

創
成
科
学
研
究
科
准
教
授
）

を
設
置
。
七
月
に
原
案
を
示

し
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

を
実
施
し
た
う
え
で
正
式
に

加
速
戦
略
を
ま
と
め
た
。

柱
と
な
る
八
つ
の
重
点
項

目
は
新
た
に
推
進
す
べ
き
項

目
と
し
て
官
民
連
携
の
推

進
、
下
水
道
の
活
用
に
よ
る

付
加
価
値
向
上
、
取
り
組
み

を
加
速
す
べ
き
項
目
と
し
て

汚
水
処
理
シ
ス
テ
ム
の
最
適

化
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
サ
イ
ク

ル
の
確
立
、
水
イ
ン
フ
ラ
輸

出
の
促
進
、
防
災
・
減
災
の

推
進
、
各
施
策
の
円
滑
な
推

進
に
向
け
た
項
目
と
し
て
ニ

ー
ズ
に
適
合
し
た
下
水
道
産

業
の
育
成
、
国
民
へ
の
発
信

と
な
っ
て
い
る
。
項
目
ご
と

に
①
た
だ
ち
に
着
手
す
る
新

規
施
策
②
逐
次
着
手
す
る
新

規
施
策
③
強
化
・
推
進
す
べ

き
継
続
施
策
―
―
の
三
つ
に

分
類
し
た
。

た
だ
ち
に
着
手
す
る
新
規

施
策
を
み
る
と
、
官
民
連
携

で
は
企
業
が
安
心
し
て
参
入

で
き
る
よ
う
リ
ス
ク
分
担
や

地
方
公
共
団
体
の
関
与
の
あ

り
方
を
整
理
す
る
。
ま
た
上

下
水
道
一
体
型
な
ど
他
の
イ

ン
フ
ラ
と
連
携
し
た
仕
組
み

づ
く
り
を
行
う
。

汚
水
処
理
シ
ス
テ
ム
の
最

適
化
で
は
広
域
化
目
標
の
設

定
と
国
に
よ
る
重
点
支
援
、

複
数
施
設
を
集
中
管
理
す
る

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
促
進
、
四
次

元
流
総
の
策
定
と
広
域
化
な

ど
を
促
進
す
る
新
た
な
流
総

計
画
制
度
を
整
備
す
る
。

水
イ
ン
フ
ラ
の
輸
出
で
は

下
水
道
事
業
団
の
国
際
業
務

の
拡
充
、
現
地
ニ
ー
ズ
を
踏

ま
え
た
技
術
の
海
外
実
証
・

現
地
基
準
へ
の
組
み
入
れ
、

都
市
開
発
や
浄
化
槽
な
ど
と

の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
よ
る
マ
ー

ケ
ッ
ト
拡
大
を
め
ざ
す
。

付
加
価
値
向
上
で
は
広
域

的
・
効
率
的
な
汚
泥
利
用

（
地
域
の
バ
イ
オ
マ
ス
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
化
）
を
重
点
的
に

支
援
す
る
方
針
だ
。

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
サ
イ
ク
ル

の
確
立
で
は
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

化
し
た
維
持
管
理
情
報
の
活

用
に
よ
る
修
繕
・
改
築
の
効

率
化
（
維
持
管
理
を
起
点
と

し
た
標
準
化
）に
着
手
す
る
。

環
境
省
は
八
月
七
日
、
東

京
・
台
場
の
日
本
科
学
未
来

館
で
平
成
二
十
九
年
度
「
水

の
日
」
関
連
行
事
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
を
開
催
し
た
。「『
見
え

な
い
水
』
と
『
食
べ
物
』
の

ヒ
ミ
ツ
！
〜
水
を
大
切
に
す

る
暮
ら
し
を
考
え
よ
う
〜
」

と
題
し
て
基
調
講
演
や
事
例

発
表
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
繰
り
広
げ
た
。

同
省
は
健
全
な
水
循
環
の

維
持
・
回
復
に
向
け
て
平
成

二
十
六
年
八
月
に
官
民
連
携

の
ウ
ォ
ー
タ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
発
足
。
民
間
企
業
な
ど

の
主
体
的
・
自
発
的
な
取
り

組
み
を
推
進
し
て
い
る
。

当
日
は
行
政
・
業
界
関
係

者
な
ど
約
百
名
が
参
加
。
江

口
博
行
同
省
大
臣
官
房
審
議

官
が
冒
頭
あ
い
さ
つ
に
立
ち

「
持
続
可
能
な
開
発
目
標

（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
で
も
水
の
大

切
さ
に
大
き
く
言
及
し
て
い

る
。
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
水

の
大
切
さ
を
意
識
す
る
う
え

で
有
益
な
も
の
と
な
る
よ
う

期
待
す
る
」
と
述
べ
た
。

こ
の
あ
と
沖
大
幹
東
京
大

学
生
産
技
術
研
究
所
教
授
が

「
世
界
の
水
と
日
本
の
食
べ

物
」と
題
し
て
基
調
講
演
し
、

ウ
ォ
ー
タ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

参
加
企
業
の
㈲
ブ
イ
フ
ィ
ー

ル
ド
、
ユ
ニ
ー
㈱
、
㈱
フ
ァ

ン
ケ
ル
が
事
例
を
紹
介
。
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
「
食
品
ロ
ス
を
減
ら
し

て
、
水
を
大
切
に
す
る
暮
ら

し
を
考
え
よ
う
」
を
テ
ー
マ

に
活
発
に
意
見
交
換
し
た
。

環
境
省
は
八
月
十
日
、
東

京
・
内
幸
町
の
Ａ
Ｐ
新
橋
虎

ノ
門
で
平
成
二
十
九
年
度
第

一
回
「
環
境
技
術
実
証
事
業

運
営
委
員
会
」（
座
長
・
藤
田

正
憲
大
阪
大
学
名
誉
教
授
）

を
開
き
、
分
野
別
実
証
要
領

の
改
定
状
況
や
今
後
の
方
向

性
を
確
認
し
た
。
自
然
地
域

ト
イ
レ
し
尿
処
理
技
術
分
野

と
閉
鎖
性
海
域
に
お
け
る
水

環
境
改
善
技
術
分
野
の
実
証

要
領
は
平
成
二
十
八
年
三
月

版
を
今
年
度
も
活
用
す
る
。

環
境
技
術
実
証
（
Ｅ
Ｔ

Ｖ
）
事
業
は
適
用
可
能
な
段

階
に
あ
り
な
が
ら
普
及
し
て

い
な
い
先
進
的
技
術
の
環
境

保
全
効
果
な
ど
を
第
三
者
が

客
観
的
に
実
証
す
る
。
実
証

手
法
・
体
制
の
確
立
を
図
り
、

環
境
産
業
の
発
展
を
促
進
す

る
の
が
狙
い
だ
。
二
十
八
年

度
末
ま
で
に
延
べ
六
百
十
八

技
術
を
実
証
し
て
い
る
。

当
日
は
行
木
美
弥
同
省
環

境
研
究
技
術
室
長
が
あ
い
さ

つ
し
、
座
長
に
藤
田
氏
を
選

出
し
た
。
実
証
要
領
の
改
定

に
対
応
可
能
な
技
術
分
野
で

は
タ
イ
ト
ル
を
従
来
の
実
証

試
験
要
領
か
ら
実
証
要
領
に

改
め
る
こ
と
や
試
験
と
実
証

を
書
き
分
け
る
こ
と
な
ど
を

決
め
、
本
格
的
な
Ｉ
Ｓ
Ｏ
４

０
３
４
対
応
は
行
わ
な
い
と

し
て
い
る
。

第１回運営委員会開催

佐藤座長
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